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――最終講義――
胎児を識り，胎児を診，そして産科医療を見る
（二つの命を守るために）
Know the Fetus, See the Fetus and Think the Medical System:To Save the two Lives
岡 村 州 博
東北大学大学院医学系研究科 発生・発達医学講座周産期医学分野
産婦人科医はお母さんと胎児，そして新生児という
二つの大切な命を扱う非常に特殊な科です．一日の中
で，生命の誕生と生命の終焉を同時に立ち会うなど，命
の流れを考えさせる診療科でもあります．私は産科医
としまして，母親と胎児の関係は大変重要なこととし
て興味を持っておりました．しかし，1980年代以前は
子宮というブラックボックスのなかにいる胎児は医療
の対象ではありませんでした．体重や未熟性は同じで
も，胎外にいれば一人の患者であり，胎内ではそうで
はないことに私は不合理を感じていたのです．胎児医
学を研究するための手段を与えてくれたのは，羊胎児
の生理学的実験モデルでした．この当時から臨床の疑
問点に関する動物実験系を作り，臨床へフィードバッ
クするというのが私の姿勢でした．しかし，最初の実
験結果は惨憺たるもので毎年15頭の妊娠羊を購入し，
実験結果が出るのは7頭か，8頭でした．成果として羊
胎児脳のPETによる実験結果をサイクロトロンセン
ターの協力で得ることもできました．胎児採血を始め
たのも胎児の血液検査をしたい，という考えからです．
いろいろな事実を明らかにすることもできたのです
が，胎児採血は invasiveな検査です．ある教授からの
「胎児は針を刺されて泣いているぞ」という言葉に私の
心はゆらぎ，その後は是非noninvasiveな診断法・治
療法を考えがなければならないと思い，研究をつづけ
てきました．まず，臨床でも応用している胎児心拍数
図の解析から始めました．これを基に胎児を評価する
ときの問題点は二つあります．一つは定量性にかける
こと，もう一つは時系列変化を見ているので，どうし
ても非定常性であるということです．定量性に関して
は，スペクトル解析を導入し，さらには時間周波数解
析を導入することで胎児の自律神経系の反応を瞬時に
把握することができました．これにより，FHRモニタ
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リングでは胎児機能不全のパターンで心配であった胎
児の状態がより正確に把握できます．その一例を図1
に示しますが，時間周波数解析の低周波数帯は胎児が
アシデミアの状態では低下することが分かっています
が，胎児心拍数が低下していても低周波数帯のパワー
は十分であるために胎児の状態は良好であることがわ
かります．また，非定常性については，胎児の心拍数
変動は外部，内部のいろいろはクロックにより変動し
ていることを確かめました．また，このような外乱に
左右されずに，胎児のホメオスターシスを維持してい
る事を示す指標は何かを探りました．そこで，胎児の
心拍変動がフラクタル構造を示していることを確か
め，これはhypoxemiaでは保たれているのですが，
acidemiaになると崩れることから，フラクタル構造を
確かめていくと胎児の限界点を見ることができると判
断しました．しかし，これを妊娠中の胎児に応用する
にはすべて妊娠中の胎児から正確な心拍変動の採取が
必要です．その為に，最終的には胎児心電図の開発と
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応用に足を踏み入れて，実用までもう一歩の処まで来
ました．現在の段階での胎児心電図の状況を図2に示
します．胎児心電図の他に，胎児心拍数曲線が状況が
報告されるシステムとなっています．将来に亘り胎児
心電図の応用は計り知れないと，期待しているところ
です．また，最近は胎児の発育状態の異常は，長期的
に多くの病気の起源になっているという概念があり，
それを裏付ける事実も発表されています．特に我々は
胎児が低栄養になっている場合には低酸素にさらされ
ると容易に脳内出血を起こすことを超音波による観察
によって確かめています（図3)．妊娠後期に蛋白を制
限した食餌を与えられたマウスは発育遅延になります
が，そのときに葉酸を主としたビタミンを補充すると
胎児発育が回復する事が分かってきました．わが国で
は出生体重が減少しています．これは妊婦の食生活も
一因と思われますが，その中でも決して欠いてはなら
ない食成分を示唆するものであると思っています．こ
のように胎児は母体との協調の基に発育するわけで
す．子宮の中で発育するのはほんの10ヶ月のことです
が，そこに多くの医学・医療の発展に繋がる事実が存
在すると，私は信じています．
胎児の医療について述べてきましたが，在任中に母
体の命を救うことができない場面にも立ち会わざるを
得ませんでした．これは本当に悲しいことでした．こ
のように，二つの命を扱う産婦人科医はその責任の重
大さ，期待の大きさと，過酷な労働により，医療訴訟
が多い科でもありました．そこで，産婦人科医を辞め
てしまう医師も増え，若き産婦人科医は減少の一途を
たどっていきました．さらに，この10年間で，三つ目
の命を失う衝撃が生じました．厳しい労働環境のなか
で，正当な診療をしていても患者から訴えられ，耐え
られずに自ら命を絶った，仲間を二人も見送ることに
なってしまったのです．このような不幸なことが契機
となり，なんとか今までの医療システムを改革し，複
数の医師による産科診療を基本とするために思い切っ
た改革をしました．医師の集約化，病院拠点化という
のはこの時代にあっては産婦人科医を救い，若い医師
が安心して産科診療をするためには是非必要なシステ
ムと考えています（厚生労働省科学研究子ども家庭総
合研究事業報告書参考）．産婦人科が氷河期といわれて
いた時代は終焉したと思います．
生命の誕生を皆と喜ぶ事ほどうれしいことはありま
せん．そんな中で少しずつ若い医師が産婦人科を目指
してくれる手応えを感じているところです．
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